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高齢社会に向け、行政・企業・市民が共創する地域づくりプロジェクト「助け合いラボ」 

鎌倉の助け合いの未来 フューチャーセッション 
第1回「ありたい姿を描く」：2013年3月30日（土）13:00〜17:00  

第2回「アクションを起こす」：2013年6月30日（日）13:00-17:00 

 ※高齢化の著しい分譲住宅地における協調アクションを考えます。 

場所：鎌倉市役所２階 議会全員協議会室 ※お車でのご来場はご遠慮ください。 

報告会：2013年7月を予定 

「助け合いラボ」とは、高齢社会の社会的課題である「つな
がり」に着目、行政・企業・市民の連携で自律的に豊かな
“助け合い”を行える仕組みを研究するプロジェクトです。  
日本全国から高齢化の進行が著しい地域と協力し、それぞれ
の地域で2回のセッション（対話の場）を開催。長期的に検
討すべき重要な社会的課題を描き出し、第一歩の自立的な行
動につなげます。 

第2回「アクションを起こす」セッションのテーマ 

助け合い社会に必要な「つながる場」を具体化し、共

に行動できることを創り出そう！ 

日時：2013年6月30日（日） 13-17時 

場所：鎌倉市役所２階 議会全員協議会室 

目的：鎌倉市民が組織を超えて一緒に 

対話することで、鎌倉の助け合い社会を構築する 

進め方： 

1) 参加者全員での関係性づくりの対話：
お互いの多様さ違いを理解し合う

2) ありたい姿の共有
第1回のセッションから生まれた「ありたい姿」と課
題を抱える人、乗り越えた人などのリサーチを共有

3) アイデアの共創：
つながるための原則をもとに、つながる場でどのよ
うなサービスを提供しているか具体化する

4) 共有できるかたちをつくる：

つながる場の実現に向けて自分たちでできるアクショ
ンをつくりだす 

主催：助け合いラボ／リーダー：野村 恭彦（フューチャーセッションズ）／サブリーダー：有福 英幸、
筧 大日朗（フューチャーセッションズ）、猪鼻 崇・田口 貴博・大塚 友美（トヨタ自動車）、  
三田 愛・渡邉 知（リクルートライフスタイル JRC）／地域リーダー：比留間 彰・大隅 啓一（鎌倉市 
政策創造担当）／協力：鎌倉市 

創意形成型の場づく
りの専門家として、
セクターを超えたイ
ノベーションを起こ
すフューチャーセッ
ションを推進。 
著書に「フュー
チャーセンターをつ
くろう」など多数。 

【当日のファシリテーター】 

フューチャーセッションズ 代表取締役 

野村恭彦 

【お申込み・お問合わせ】 
助け合いラボ担当： 
鎌倉市政策創造担当 大隅・齋藤 
TEL：0467-23-3000（内線2792） 
Mail:souzo@city.kamakura.kanagawa.jp 

写真：シブヤ大学でのセッション風景 
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